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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,3021 3,2247 -2,34% 0,60% 3,1210 3,3182

対円 JPY 32,96 33,26 0,91% -3,99% 35,13 32,32

対ユーロ BRL 4,0391 4,0098 -0,73% 2,68% 3,8531 4,0785

対ドル JPY 108,80 107,01 -1,65% -3,65% 106,18 113,39

対ユーロ JPY 133,30 133,24 -0,05% -1,67% 131,61 137,50

Index 80.899 83.543 3,27% 5,29% 86.213 76.403

bps 171,60 164,23 -4,29% 12,77% 188,62 142,50

% 9,94 9,89 -0,50% -0,10% 10,07 9,68

% 6,73 6,69 -0,52% -3,39% 6,94 6,68

% 1,8200 1,8388 1,03% 6,81% 1,8388 1,6959

Index 188,51 192,39 2,06% -1,87% 201,19 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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カーニバル休暇明け１４日のドルレアルスポット相場は、世界的な株安にも歯止めが掛かるなど、リスクセンチ

メントが改善しつつあることからレアルも大幅に反発し、一時３．２１台後半までレアル高が進行（１日の上昇幅

としては、Ｌｕｌａ元大統領の有罪が確定した１月２４日以来）。ボベスパ指数も前日比３．２７％高を記録した。

Ｅｓｔａｄｏ紙が報じているところによると、Ｍａｉａ下院議長は年金改革法案への支持率が不足していることを理由

に、法案票決を断念する談話の準備を進めている模様。一部では、票決を大統領選以降に延期するとの声も

聞こえていたが、今後の具体的なスケジュールについては伝わっていない。

ブラジル中銀が昨日公表した週次サーベイ（ＦＯＣＵＳ）によると、今年のインフレ率（ＩＰＣＡ）見通しが前週の
３．９４％から下方修正され、３．８４％となった。先週８日に公表された１月ＩＰＣＡが前年比２．８６％と、市場
予想を下回ったことを反映したと推測されるが、今年の目標４．５０％を大幅に下回る水準が既に予想されて
おり、低いインフレ率がブラジル経済の回復に寄与するとの見通しをマーケット参加者がさらに強めていること
が窺える。一方、政策金利Ｓｅｌｉｃは、今回の見通し下方修正にも関わらず、前週同様の６．７５％で据え置かれ
ている。但し、昨日公表されたＣＯＰＯＭ議事録（２月６－７日開催分）において中銀は、今後インフレ率が低位
安定する場合、さらなる利下げに踏み切る可能性があることを示唆している。


